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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 16,810 △11.5 341 △40.1 357 △9.5 237 ―

21年3月期第3四半期 18,993 ― 570 ― 395 ― 15 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 8.91 ―

21年3月期第3四半期 0.58 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 29,532 17,840 60.4 668.81
21年3月期 25,551 17,691 69.2 663.20

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  17,840百万円 21年3月期  17,691百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 6.00 ― 4.00 10.00
22年3月期 ― 3.00 ―

22年3月期 
（予想）

3.00 6.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 23,000 △2.0 500 ― 520 ― 340 ― 12.75
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４.その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４.その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確実な要素を含んでおります。実際の実績等は、業績
の変化等により、予想数値と異なる場合があります。なお、業績予想の背景等につきましては、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ３.連結業績予想に関
する定性的情報をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 27,386,282株 21年3月期  27,386,282株

② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  710,828株 21年3月期  710,828株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 26,675,454株 21年3月期第3四半期 26,957,059株
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当社グループでは、ハードコートフィルムの需要拡大に対応するために三重第四工場の製造設備を増設

し、９月から本格稼動いたしました。これにより、クリーン環境下における高品質な製品の量産体制を整

えることができました。  

 当社グループの出荷量は第１四半期の落込みが大きく、当第３四半期連結会計期間の売上高は前年同期

比13.0％増の5,943百万円となったものの、当第３四半期連結累計期間の売上高は前年同期の水準まで回

復するには至りませんでした。  

 また、当社グループを挙げての継続的な経費削減努力の効果はあったものの、減価償却費の増大による

原価率上昇等により、営業利益、経常利益ともに減少いたしました。しかしながら、前期に発生した投資

有価証券評価損等の特別損失が発生しなかったこと及び補助金収入等の特別利益が発生したことにより、

四半期純利益では大幅な増益となりました。  

 これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は16,810百万円（前年同期比11.5％減）、営業利益

は341百万円（前年同期比40.1％減）、四半期純利益は237百万円（前年同期の四半期純利益は15百万円）

となりました。  

  

  

 事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。  

ａ．機能性フィルム事業部門  

 （電子・工業材料事業）  

 ハードコートフィルムはモバイル向けアプリケーションの拡大に伴い売上が増加いたしました。しかし

ながら、デジタル家電向け光学フィルムの売上が著しく減少したことにより、電子・工業材料事業の売上

高は11,360百万円（前年同期比11.5％減）となりました。  

  

 （グラフィックス事業）  

 欧州市場の低迷及び印刷関連業界の景気悪化によるＤＤＣＰメディア等の売上の減少により、グラフィ

ックス事業の売上高は3,202百万円（前年同期比9.5％減）となりました。  

  

 （産業メディア事業）  

 北米向け精密エンジニアリング用フィルム及び環境製品の売上は増加したものの、システム機器類の売

上が減少したことにより、産業メディア事業の売上高は、1,860百万円（前年同期比11.0％減）となりま

した。  

  

 以上の結果、機能性フィルム事業部門の売上高は16,423百万円（前年同期比11.1％減）、営業利益は

413百万円（前年同期比37.4％減）となりました。  

  

ｂ.情報システム事業部門  

 中央省庁向け受託作業の売上は増加しましたが、官公庁向け地理情報データ作成の売上が減少したこと

により、情報システム事業部門の売上高は387百万円（前年同期比26.0％減）、営業損失は71百万円（前

年同期の営業損失は90百万円）となりました。  
  

当第３四半期連結会計期間末における資産、負債、純資産の状況は以下のとおりであります。なお、比

較増減額はすべて前連結会計年度末を基準としております。 

  

総資産は前連結会計年度末に比べ3,981百万円増加し、29,532百万円となりました。主な変動要因

は、現金及び預金の増加1,940百万円、受取手形及び売掛金の増加1,871百万円、有形固定資産の増加

428百万円であります。 

  

負債は前連結会計年度末に比べ3,831百万円増加し、11,691百万円となりました。主な変動要因は、

支払手形及び買掛金の増加2,580百万円、長期借入金の増加514百万円であります。 

  

純資産は前連結会計年度末に比べ149百万円増加し、17,840百万円となりました。主な変動要因は、

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

(1) 資産

(2) 負債

(3) 純資産
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その他有価証券評価差額金の増加78百万円、利益剰余金の増加50百万円、為替換算調整勘定の増加20

百万円であります。これらの結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ8.8ポイント下落し、

60.4％となりました。 

  

通期の業績見通しにつきましては、電子・工業材料事業に持ち直しの動きも出ているものの、第４四

半期以降の市場環境は不透明感を拭いきれない状況であります。 

 これらの状況を踏まえ、通期の連結業績予想は、売上高23,000百万円(前連結会計年度比2.0％減)、

営業利益500百万円(前連結会計年度の営業損失は162百万円)、経常利益520百万円(前連結会計年度の経

常損失は310百万円)、当期純利益340百万円(前連結会計年度の当期純損失は896百万円)を見込んでおり

ます。 

 なお、平成21年10月26日発表の通期の業績予想に変更はありません。 

  
  

該当事項なし 

  

記載すべき重要な事項はありません。 

税金費用の計算は、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理

的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

  

従来、連結子会社のうち決算日が12月31日であった木本新技術(上海)有限公司については、同日現在

の財務諸表を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行ってお

りましたが、同社が決算日を３月31日に変更したことに伴い、当第３四半期連結累計期間は平成21年１

月１日から平成21年12月31日までの12か月間を連結しております。 

 なお、これによる連結業績への影響は軽微であります。 

 また、木本新技術(上海)有限公司は、平成21年９月に社名変更した旧稀本商貿(上海)有限公司であり

ます。 

  

  

  

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 【簡便な会計処理】

 【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,311 4,370

受取手形及び売掛金 7,283 5,412

有価証券 － 299

商品及び製品 901 836

仕掛品 1,409 820

原材料及び貯蔵品 577 459

繰延税金資産 327 348

その他 256 894

貸倒引当金 △81 △75

流動資産合計 16,986 13,366

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,618 3,505

機械装置及び運搬具（純額） 2,743 1,812

その他（純額） 1,810 3,426

有形固定資産合計 9,172 8,743

無形固定資産   

その他 380 473

無形固定資産合計 380 473

投資その他の資産   

投資有価証券 1,763 1,631

その他 1,288 1,379

貸倒引当金 △58 △44

投資その他の資産合計 2,993 2,966

固定資産合計 12,546 12,184

資産合計 29,532 25,551
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,385 2,804

短期借入金 407 360

未払法人税等 193 34

賞与引当金 150 302

その他 2,186 1,565

流動負債合計 8,324 5,068

固定負債   

社債 265 332

長期借入金 1,713 1,199

退職給付引当金 1,287 1,148

役員退職慰労引当金 － 62

その他 101 48

固定負債合計 3,367 2,791

負債合計 11,691 7,859

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,274 3,274

資本剰余金 3,427 3,427

利益剰余金 11,742 11,692

自己株式 △313 △313

株主資本合計 18,131 18,080

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 120 42

為替換算調整勘定 △411 △431

評価・換算差額等合計 △290 △389

純資産合計 17,840 17,691

負債純資産合計 29,532 25,551
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 18,993 16,810

売上原価 13,800 12,341

売上総利益 5,193 4,469

販売費及び一般管理費 4,623 4,127

営業利益 570 341

営業外収益   

受取利息 38 14

法人税等還付加算金 － 24

その他 93 53

営業外収益合計 131 92

営業外費用   

支払利息 17 26

為替差損 272 35

その他 16 14

営業外費用合計 306 76

経常利益 395 357

特別利益   

固定資産売却益 0 3

投資有価証券売却益 1 －

貸倒引当金戻入額 12 －

補助金収入 － 100

特別利益合計 14 103

特別損失   

固定資産売却損 0 1

固定資産廃棄損 9 16

たな卸資産評価損 25 －

投資有価証券評価損 45 －

退職特別加算金 35 －

特別損失合計 117 17

税金等調整前四半期純利益 292 443

法人税等 276 205

四半期純利益 15 237
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該当事項なし 

該当事項なし 

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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販売の状況 

 
（注）１． 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

２． 前第３四半期連結累計期間における前年同期比は、参考値として記載しております。 

6. その他の情報

事 業 区 分

前第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 

  至 平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 

  至 平成21年12月31日）

売上高
（百万円）

前年同期比
（％）

売上高 
（百万円）

前年同期比
（％）

機能性フィルム事業部門 18,470 △15.7 16,423 △11.1

電子・工業材料事業 12,843 △17.3 11,360 △11.5

グラフィックス事業 3,537 △11.4 3,202 △9.5

産業メディア事業 2,089 △12.7 1,860 △11.0

情報システム事業部門 523 6.7 387 △26.0

合   計 18,993 △15.2 16,810 △11.5
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